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今日もどこかで柿食うタヌキ

　タヌキは動物性も植物性も食べる
雑食です。でも何でもかんでも食べ
るのではなく、やはり好みの傾向が
あります。タヌキが大好きなものの
ひとつは果物です。ちょうどこれか
ら柿の季節ですが、タヌキはもちろ
ん柿が大好きです。ちなみに、樹木
である柿は和名では「カキノキ」と
呼ばれています。学問上ではこれが
正しい名前です。

今もあちこちにカキノキが

　東京のような都会には緑は少ない
ものと思われがちです。まして、カ
キノキがそうあちこちにあるはずが
ない。そう決めつけられることも多
いでしょう。
　ところがタヌキの秋のフンを調べ
てみると、カキノキの種子が高い確
率で見つかります。周辺地域を調べ
てみると、何ヶ所もカキノキを見つ
けることができました。柿の実はと
てもわかりやすい大きさと色ですの
で、簡単に見つけられます。ちょっ
とした庭のある民家には樹木がある
ことが多いのですが、その中にカキ

ノキがある割合は意外と高いのかも
しれません。これらのカキノキの
内、どれをタヌキが利用したのかは
わかりません。しかし、タヌキがカ
キノキがある場所を知っているのは
確かです。これらの民家を毎晩巡回
しているのかもしれません。
　カキノキの種子はタヌキのフンの
内容物では最も大きな物体です。皮
がとても固いので消化されずにその
ままの形で出てきます。タヌキのフ
ンは放置しておくと昆虫や微生物に
よって分解されてしまうものです
が、カキノキの種子はいつまでたっ
ても形を残しています。種子は芽を
出して成長するという役割を持って
います。簡単に分解されてしまわな
いようしっかりとガードを固めてい
るのです。
　しかし、大きくて固いカキノキの
種子をなぜタヌキは飲み込んでしま
うのでしょうか。タヌキの食事の様
子を観察してみると、よくかまずに
飲み込んでいるように見えます。タ
ヌキの歯はイヌとほぼ同じ形で、肉
食向きのつくりです。人間のように
「よくかんで、すりつぶして」とい

う構造にはなっていないのです。
「適度にかみちぎって、飲み込む」
というのがタヌキの食事スタイルな
のでしょう。

競争相手はハクビシン

　カキノキなど果物を好むのはタヌ
キだけではありません。ハクビシン
も果物が大好きです。しかも運動能
力の高い彼らは木を楽々と登りま
す。タヌキも木に登れるはずです
が、実際には地面に落ちた実をもっ
ぱら食べているようです。
　実のなった樹木になにやらあやし
い動物が登っていたら、タヌキかハ
クビシンか確かめてみてください。
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東京都および周辺地域のタヌキ
情報を集めています。
http://tokyotanuki.jp

タヌキは果物が大好き

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

左＝フンの中やためフン
場から回収したカキノキ
の種子。しわがあるのは
水洗い後に乾燥させたた
め。
右＝ためフンの写真。訪
れる頭数が少ないので、
大きなためフン場にはな
らない。茶色に見えるの
がカキノキの種子。
(2008年撮影)


